
Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medloal 　and 　Pharmaoeutloal 　Soolety 　for 　WAKAN −YAKU

1− B − 14

補中益気湯 を経ロ投与 した ヒ ト精漿中で の 精子運動

国立京都病院 ・ 内分泌代謝疾患セ ンター ・研究部
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【目的】われわれは第 2回学会で 、双子管中で補中益気湯が精子運動を延長させ る こ と、

補中益気湯の 経口投与後に時間とと もに血中に 出現す る成分が
、 そ れが 補中益気湯 自体の

成分か 、そ の 代謝産物か、それ らが作用 した結果生体が分泌 したホ ル モ ン様の 内因性成分

か は別と して 、幾 つ も精漿中に も出現 し、経口投与され た補中益気湯の 作用が、精子の 存

在す る精漿中に も到達 して い る可能性が強い こ とを報告した 。 今回、補中益気湯投与前後

に 時間を追 っ て採取 した精漿 と精子を適宜組合せ、補 中益気湯経 口投与後 の 精子の 運動能

と精漿の 精子運動延長能をそれぞれ検討 し、興味あ る知見を得た の で報告す る。

【材料 と方法】正常男性に ツ ム ラ 医療用補中益気湯を 3 包（7．5gノ経口投与 し、そ の 前あ る

い は 3な い し 6 時間後に 、精液を用 手法に て 採取 した 。 得 られ た精液は、液化後、遠心 に

て精子を除去 し、冷凍保存 した 。 用時同様 に 、補中益気湯前後 に 採取 した精液を、フ ィ コ

ール を敷い た遠心管中で 遠心 して精子を得、ハ リソ ン
ー
兼子

一
田代の緩衝液で 〜先浄 して 、

保存 して おい た精漿とそれ ぞれ組み合わせ、運動率の 経時変化を測定 した。

【結果 と考察】補中益気湯投与前後に 採取 した どの 精子 も、投与 3時間後の 精漿中で 、最

も長 く運動を持続 した。 6時間後の 精漿に も弱い もの の 同様な効果を認めた 。こ れ らの 結

果は、q 精 子が 補中益気湯に
一旦触れ る こ とに よ っ て 長生 きす るの ではな く、 精子の 泳ぐ

環境中に 補中益気湯の投与に 由来す る成分の 存在 して い るこ とが大切であ る こ とを示唆し

て い る 。 また 、  実験の 性質上細か く時間経過を追 う こ とが で きな か っ たが 、補中益気湯

経 口投与後 3時間前後 に、精子運動を延長 させ るよ うな成分 の 精漿中濃度が 、恐 らく高ま

り、至適濃度に 到達 して い る可能性を示唆 して い る 。 更に 、〔3精 子が授精の ため に長生き

すべ き場は女性の 体内で あるの で 、補中益気湯を 、 精子運動の悪い男性不妊症患者の パ ー

トナ
ー

た る女性 に与え 、ペ ア で治療す るとい う新 しい 考え方が 可能で あ るこ とを示唆 して

いる 。 そ の 点に つ い て は、今学会で別途報告する 〔．田 中熟 ・田代眞
一

） 。

【結論】補中益気湯経 口投与後の精漿中に 、精子運動 の 持続能を見出だ した 。 精子運動の

場 に補中益気湯投与に 由来する成分の 存在す る こ とが大切で 、それ だ けに、精子運動能の

下 っ た男性不妊症患者の パ ー トナ
ー

に補中益気湯を与え るような治療 も可能となろう。
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